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承認内容

効 能・効 果

用 法・用 量

統合失調症 
双極性障害における躁症状の改善

統合失調症 
　通常、成人にはアリピプラゾールとして1日6～12mgを開始用量、1日6～24mg
　を維持用量とし、1回又は2回に分けて経口投与する。なお、年齢、症状により適宜
　増減するが、1日量は30mgを超えないこと。
双極性障害における躁症状の改善 
　通常、成人にはアリピプラゾールとして12～24mgを1日1回経口投与する。
　なお、開始用量は24mgとし、年齢、症状により適宜増減するが、1日量は30mg
　を超えないこと。

「双極性障害における躁症状の改善」
適応追加承認取得のご案内

謹啓

　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　平素は、弊社製品につきまして、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、このたび、抗精神病薬『アリピプラゾール錠・OD 錠・散「ヨシトミ」、内用液分包「ニプロ」』につき

まして、令和2 年7 月1 日付で、「双極性障害における躁症状の改善」の適応追加の承認を取得しましたので、

ご案内申し上げます。

　今後も、本剤の適正使用に注力をするとともに、統合失調症、双極性障害に対する治療の発展に貢献できる

よう努めて参る所存ですので、今後ともなお一層のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

謹白
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